
こんにちは！ 静岡県東部地域局です。東部地域局通信は、静岡県東部の14の市町の様々な情報を局員それぞれ
が独自の視点で取材編集しています。富士山や駿河湾の豊かな自然環境やサイクリングコース、日本庭園や寺
社等の歴史的建造物など、バラエティに富んだ素材が揃う東部地域の魅力をお届けします。
局員一人一人の個性あふれる記事にもご注目ください。お楽しみに！
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新年度にあたって

地域材を活用したテーブルとスツールを製作

　東部地域局では、管内の地域製材ネットワーク団体やあ

したか職業訓練校、工科短期大学校沼津キャンパスと連携

し地域材を活用したテーブルとスツールを製作しました。　

　完成したテーブル・スツールは東部総合庁舎２階ロビー

に常設しています。ぜひご利用ください！（担当：小玉）

原材料となる木材は、伊豆・北駿・富士地域の複数の産

地のスギ・ヒノキを使用。ゆっくり腰掛けて、木の優し

い肌触りを味わってみてください。

地元団体・学生と連携して地域の魅力を発信！ 製作過程の動画を公開中 →　

　令和５年４月より新たに東部地域局長に就任した栁川典之（やながわ のりゆき）です。

　東部地域局は、富士山麓地域から伊豆半島地域にわたる県東部地域の10市４町を担当エリアとしており、自然災

害などの危機事案への対応、地域振興や伊豆半島地域の観光振興などを担っています。

　大規模災害時には、東部方面本部を設置し、被災状況の把握や市町への支援など、司令塔的役割を果たします。

昨年度に引き続き、市町と連携した防災訓練の実施や人材育成、防災啓発を進め、危機管理事案対応能力の強化に

取り組んでいきます。

　また、本年、静岡県は、中国の成都市・梅州市、韓国の全州市とともに東アジア文化都市に選定されました。東

部・伊豆半島地域は世界文化遺産である富士山をはじめ、ユネスコ世界ジオパークの伊豆半島、世界農業遺産の

「わさび」など世界に誇る地域資源に恵まれています。市町、民間団体等の皆様との

連携の下、文化資源を活かし、地域の魅力を国内外に発信することで、交流人口の

拡大につなげていきます。

　アフターコロナにおける発展に向けて、地域の皆様と一緒に地域課題の解決に

取り組んでいきますので、御理解・御協力のほどよろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東部地域局長　栁川　典之

東アジア文化都市とは、日中韓３か国において選ばれた４都市が１年間を通じて様々な文化芸術イベントや文化交流を実施するものです。　



　中野さんは、小学生が伊豆の国市を取材し、プロのクリエー

ターと一緒に作るローカルマガジンIZUCCO（いずっこ）を、

2019年から制作しています。IZUCCOの制作を通じて、町の良さ

を知り、町に誇りや愛着を持った子どもたちが、未来の伊豆の

国市を支える人材となることを目標としています。 

　また、ママたちが全国のコミュニティＦＭで番組を制作・放

送する「ママ夢ラジオ」は、リスナーを増やし、災害時にラジ

オから情報取得できるようにすること、町のために何かやりた

いというママたちの思いを実現するために活動しています。　 

２つの活動に共通するのは、自分の町とより深く「つながる」

ということ。 

　詳細は東部地域局公式noteをご覧ください。（担当：須田）

自分の町の「いいら！」を探して 
IZUCCO制作実行委員会 代表、(一社)ママ夢ラジオ 理事、
㈱わたしたち 代表取締役 中野あゆみ 

「しろばんば」の世界を追体験できる上の家の保存改修 
　伊豆市観光協会天城支部、井上靖ふるさと会、上の家あすなろ会

韮山代官・江川英龍公の偉業を発信
NPO法人伊豆学研究会 会長 橋本敬之/江川英龍公を広める会 会長　石渡浩二

　ＮＰＯ法人伊豆学研究会は、伊豆地域の文化財の保護・利活用や自然

環境の保全・利活用、まちづくり活動を行い、地域の活性化に資する活

動を行っています。 

　「江川英龍公を広める会」は、伊豆学研究会内の１つの会であり、有

志が中心となり、江戸末期の韮山代官・江川英龍の功績をたたえ広める

ために発足しました。同会では、織田信長・豊臣秀吉・徳川家康も飲ん

だとされる幻の名酒である江川酒や、英龍公が日本で初めて焼いたとさ

れるパンを、当時の製法書を元に再現し、英龍公の功績を多くの人に

知ってもらう活動を行っています。

　詳細は東部地域局公式noteをご覧ください。　　　（担当：中野）

東部地域で活躍する個人・団体のみなさんを紹介
東部地域局では、地域の課題把握と情報共有を目的に、管内施設や団体等に訪問させていただ
き、取組等についてお話を伺っています。３月は伊豆市・伊豆の国市で実施しました。

　作家の井上靖（いのうえやすし：1907年～1991年）は伊豆市湯ヶ島

で幼少期を過ごしました。この湯ヶ島に残る「上の家（かみのい

え）」は、自伝的小説である「しろばんば」に登場します。なまこ壁

が施された趣のある家でしたが、築150年を超え漆喰壁がはがれる等、

老朽化が進んでいました。 

　そのため、井上靖ふるさと会、伊豆市観光協会天城支部、地元の有

志などが中心となり「上の家保存プロジェクト」を立ち上げ、工学院

大学、伊豆市などとも連携し、クラウドファンディングで全国に支援

を呼びかけ改修工事を行いました。 

　現在は毎月第１・３土曜日・日曜日の10時～15時に見学できます。

　詳細は東部地域局公式noteをご覧ください。（担当：須田）

写真：①中野あゆみさん、②ママ夢ラジオ放送風景、
   ③IZUCCO（いずっこ）､④IZUCCO参加メンバー

❶

写真：①上の家（かみのいえ）、②上の家あすなろ会岡田さん
   ③改修作業を行う工学院大学の学生、
   ④伊豆市観光協会天城支部三田事務局長（左）、
    井上靖ふるさと会宇田会長（右）

写真：①パン祖のパン　②江川酒　③江川邸外観

❸ ❹



富士宮

　2023年４月20日（木）に「全職員参集訓練」を実施しま

した。人事異動で職員が入れ替わり、新体制で行われた初

めての防災訓練でした。 

　本訓練では、早朝に南海トラフ沿いで大規模地震が発生

したという想定で、職員がそれぞれの参集場所に集まり、

災害対応の初動体制を確認しました。新型コロナウイルス

感染症の流行により、ここ数年の訓練では規模を縮小して

実施していましたが、今年度はコロナ以前の訓練に戻すこ

とができました。 

　本訓練で見つかった課題を整理・分析し、災害対策本部

の初動体制を迅速に構築することを目指します。 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：鈴木）

令和５年度静岡県全職員参集訓練を実施

静岡県総合防災アプリ「静岡県防災」が

25万ダウンロードを超えました

　静岡県では２０１９年６月から、スマートフォン向け総

合防災アプリ「静岡県防災」を運用しています。

　緊急防災情報が通知されるほか、ハザードマップや避難

場所の確認、平時は防災知識を学んでテストに挑戦したり

と、幅広く役立つ機能を備えています。　　　　　

　中でもオススメの使い方は、防災訓練での避難トレーニ

ング機能です。避難場所までの経路や要した時間を記録で

き、また、各種ハザード情報や津波シミュレーションを重

ね合せることも可能ですので、今年の防災訓練でアプリを

活用してみてはいかがでしょうか。　　　（担当：野沢）

アプリのインストールはこちら→

「伊豆・富士山歴史絵巻ガイドマップ」リニューアル

　静岡県では、県内が舞台の中心となる大河ドラマの放送

を契機に「ぶしのくに静岡県」をコンセプトとした歴史・

文化資源を活用した誘客・周遊促進事業に取り組んでいま

す。

　この度、大河ドラマ「鎌倉殿の13人」にあわせて製作し

た「伊豆・富士山歴史絵巻ガイドブック」をリニューアル

し、源頼朝・北条氏ゆかりの地のほか、徳川家康関連の史

跡や幕末までの歴史資源等を掲載しました。

　鎌倉殿から始まり、家康～幕末にわたる武士の歴史の舞

台を巡りに行ってみてはいかがでしょうか。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当：小玉） ▲ 電子データは「ぶしのくに静岡県」特設サイトで公開中

危機
管理

伊豆観光

観光

防災

気象警報・避難指示・停電情報（電力会社へのリン
クを含む。）等も届きます。これからの雨の季節、
あなたの強い味方となります。



東部地域局通信(Web版)は
noteでも公開しています♪

    東部地域で話題の取組
Instagram Twitter

←取材の様子は、
 東部地域局公式SNS
 でも紹介しています！

　静岡県東部地域管内の市町が実施している特徴的な事業やイベントを、当局職員がふじっぴーと

一緒に取材し紹介します。今回は富士市と清水町の事業を取材させていただきました！　

女性起業家サロン チャレンジショップ出店
             清水町産業観光課

まちづくり応援スイーツ＆ブレッドSDGs食品ロス
削減プロジェクト「まちぐるMe」

 https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/chi ikikyoku/tobuchiiki/index.html

① ②

③ ④

　富士コミュニティエフエム放送営業部長の佐野さんは、富士市

と連携して、「食品ロス」と「まちづくりの担い手不足」という

２つの地域課題を同時に解決することを目指す「まちぐるMe」と

いう事業を立ち上げました。地域のパン・ケーキ店から日々出て

きてしまう食品ロスを、地域のまちづくり協議会に協力いただい

ている方が低価格で購入できることで、食品ロスを削減するとと

もに協議会の担い手を増やしていくことを目指しています。

　詳細は、東部地域局公式noteをご覧ください。（担当：中村）

　清水町は、町の創業支援等事業計画の一環として、女性向けスター

トアップサロンを２０２３年１月～３月にかけて開催しました。同サ

ロンは全５回であり、４回目までに集客の戦略等を学び、５回目に集

大成としてチャレンジショップを出店しました。清水町が主催し、企

画・運営は清水町商工会、コーディネーターとして(一社)いちごの藤

井さやかさんらが関わり、町と商工会が協働で起業家向け事業を行っ

た初めての取組でした。セミナーに留まらず、実践として出店できる

点が従来の取組と異なり、参加者は創業をイメージして参加すること

ができました。

　詳細は東部地域局公式noteをご覧ください。（担当：中野）

写真↑：サロン運営に関わった方々
（清水町産業観光課、清水町商工会、（一社）いちご）

富士市

清水町


